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れ
る
情
お

と熱
。
そ
し
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心
に
感
動
が
響
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渡
る
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白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８

　

し
ら
た
か
の
産
業
が
一
堂
に
会
す

「
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
」
が

11
月
３
〜
４
日
の
２
日
間
、
白
鷹
町
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む
な
ど
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
旬
の
地
元
農
産
物
や
地

域
食
を
求
め
る
人
た
ち
が
続
々
と
来

場
。
働
く
車
展
や
、町
内
企
業
の
展
示
・

販
売
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
、
恒
例
の
こ

ど
も
獅
子
舞
に
加
え
、
鮎
貝
八
幡
・
八

乙
女
八
幡
・
諏
訪
神
社
の
迫
力
あ
る
獅

子
舞
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
よ
り
一
層

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

紅
の
花
コ
ン
サ
ー
ト

　
町
観
光
交
流
大
使
の
青
木
実
さ
ん

が
、嫁
ぐ
娘
と
母
の
心
を
紅
花
に
託
し
、

詞
に
し
た
「
紅
の
花
」。
産
業
フ
ェ
ア

２
日
目
に
、
こ
こ
ろ
歌
大
使
の
植
田
光

太
さ
ん
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
歌
唱
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、作
曲
家
で「
心

を
伝
え
る
歌
の
木
を
植
え
よ
う
会
」
事

務
局
長
の
山
田
ゆ
う
す
け
さ
ん
と
、
こ

こ
ろ
歌
大
使
の
小
林
康
成
さ
ん（
十
王
）

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
歌
の
レ
ッ
ス
ン
後

に
参
加
者
と
共
に
歌
い
合
い
ま
し
た
。

Photo Report ―フォトリポート―

１_町商工会青年部による「べにたかるた」発表会

２_雪若丸とリンゴのプレゼント　３_迫力ある獅

子舞　４_米沢牛など、食欲をそそる香りが会場に

広がった　５_「紅の花」を熱唱する植田さん

白鷹町
産業フェア
          2018

まちの産業が

大集結で大盛況！

６_匠の技によるチェーンソーアート　７_べにたかちゃんも会場に駆

けつけた　８_子どもに大人気の働く車　９_萩野子ども獅子連の勇壮

な舞い　10_JA 白鷹グリーンセンターを会場とした収穫感謝祭では、餅

つきがが行われ来場者に振る舞われた　11_SHIRATAKA RED商品も大好評
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SHIRATAKA RED
DANCE FESTA

We are the      Champions!!
←ＱＲコードを読み

込むと、各チームの

ダンス動画をご覧い
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シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

　

11
月
４
日
、「
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
８
」
が
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今

大
会
に
は
、
保
育
園
児
か
ら
社
会
人
、

地
元
の
主
婦
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
な
ど
全

５
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
審
査
に
先

立
ち
、
審
査
員
長
で
、「
お
ど
る
！
シ

ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
」
の
作
詞
者
で
あ
る

青
木
実
さ
ん
が
「
町
の
園
児
の
皆
さ
ん

が
シ
ラ
タ
カ
レ
ッ
ド
ダ
ン
ス
を
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
踊
っ
て
く
れ
て
い
る

と
聞
き
、
曲
が
徐
々
に
親
し
ま
れ
始
め

て
い
る
と
感
じ
る
と
と
も
に
う
れ
し
く

思
う
。
今
日
も
元
気
い
っ
ぱ
い
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

審
査
基
準
は
、
①
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

②
楽
し
さ
、
③
工
夫
の
３
点
。
各
チ
ー

ム
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し

た
。
結
果
は
、
日
頃
か
ら
曲
に
慣
れ
親

し
み
、
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し

た
「
な
か
よ
し 

よ
つ
ば 

ひ
ま
わ
り
組
」

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
ま
た
、
そ
の
他

の
４
チ
ー
ム
に
つ
い
て
も
、
各
チ
ー

ム
特
色
あ
る
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

♡ ♧
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　白鷹町と観光友好都市である気仙沼市から FC バリエン
テ本吉スポーツ少年団、姉妹都市であった長岡市栃尾地
域（旧栃尾市）から栃尾フットボールクラブを招き、しら
たか FC. ホークスサッカースポーツ少年団との交流事業が
11月 24日～ 25日の日程で行われました。
　この事業は、サッカーを通じて互いのチームのレベル
アップと、地域間の交流促進を図ることを目的としたもの
で、今年で 6年目。今回は、白鷹町の小学生 14人、気仙
沼市の小学生 11 人、長岡市栃尾地域の小学生 10 人が参
加しました。
　3チーム混合のチームに別れ、初日はユニホックなどの
レクレーションや夕食交流会で親交を深め、2日目に行わ
れた親善試合では各チーム見事にパスをつなぎ、息の合っ
たプレーを見せました。また、試合終了後の昼食交流会で
は、しらたか FC. ホークス保護者会よりメンチカツカレー
が振る舞われ、おいしい昼食に何杯もおかわりする参加者
の姿も見られました。
　白鷹町で過ごした１泊２日の時間で絆を深めた子どもた
ち。今年度も、サッカーを通して地域を越えた友好の輪が
つながりました。 １_２市１町の子どもたちの心が一つとなっ

たサッカー交流　２_親善試合では、寒さに

負けない熱いプレーが繰り広げられた

気仙沼市・長岡市栃尾地域・白鷹町交流事業
友好の輪を広げるサッカースポーツ少年団交流

１

２

　初対面の人とチームを組み、は
じめは緊張しましたが、レクレー

ションが始まり、すぐにみんなと

仲良くなれました。

　交流試合は、寒くて練習の成果

を出し切ることはできませんでし

たが、2日間本当に楽しかったで

す。また、みんなとサッカーがし

たいです。

FCバリエンテ本吉

 菅原賢
げんえい

永くん
FC バリエンテ本吉

 菅原

　ユニホックやドッジビーは今ま

でもしたことがあったけれど、初

対面の人とチームを組むことが新

鮮で楽しかったです。

　親善試合も、１日目で仲良くな

れたおかげで、声を掛け合いなが

ら楽しくプレーできました。

　今度は、気仙沼市や栃尾に行っ

てプレーできたらうれしいです。

しらたか FC. ホークス

 鈴木歩
あ る と

杜くん
しらたか FC. ホークス

鈴木
栃尾フットボールクラブ

 多田　翔
かける

くん

　最初は、別のチームの人と仲良

くなれるか不安でした。でも、レ

クレーションのときから周りのみ

んなにやり方を教えてもらった

り、逆に自分が教えたりしてみん

なと仲良くなれたし、友達がたく

さんできてとても楽しかったで

す。

栃尾フットボールクラブ

多田　

交流を終えて
Interview
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長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
、
岡
田
明
さ
ん
（
浅
立
）
に

指
導
者
表
彰
、
芳
賀
繁
男
さ
ん

（
荒
砥
）
に
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
顕
彰
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ク

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
中
心
的

な
指
導
者
と
し
て
長
年
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

９
年
度
か
ら
14
年
度
に
か
け
て

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
協

議
会
会
長
と
し
て
、
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
普
及
や
全
町
的
な

サ
ッ
カ
ー
の
普
及
に
寄
与
。
そ

れ
ら
の
功
績
に
よ
り
こ
の
た
び

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

芳
賀
さ
ん
は
、
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
代
表
指
導
者
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
団
員
の
健

全
育
成
や
同
少
年
団
の
発
展
に

寄
与
。
さ
ら
に
、
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
長
及
び
顧
問
、
山

形
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
置
賜
支

部
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
少
年

団
の
発
展
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー

ツ
の
全
町
普
及
に
も
尽
力
さ
れ

た
と
し
て
、
こ
の
た
び
の
表
彰

と
な
り
ま
し
た
。

表彰状を手にする岡田さん（左）と感謝状を手にする芳賀さん（右）

伝達式は 11 月 10 日、寒河江市ホテルサンチェリーで行われた

スポーツ少年団活動の貢献者を顕彰して
岡田明さんと芳賀繁男さんに表彰

山
形
県
農
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か
に
山
形
県
農
業
賞

　

山
形
県
農
業
賞
・
林
業
賞
・

水
産
業
賞
表
彰
式
が
11
月
27

日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

山
形
で
開
か
れ
、
農
事
組
合
法

人
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か

（
樋
口
太
一
代
表
理
事
）
が
大

高
根
農
場
記
念
山
形
県
農
業
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、
年
間
を
通
し
て

高
品
質
な
農
産
物
を
生
産
す
る

こ
と
に
よ
り
、
労
働
力
の
有

効
活
用
と
収
益
力
向
上
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
付
加
価

値
の
高
い
特
別
栽
培
米
の
生
産

や
新
た
な
商
品
開
発
、
ネ
ッ
ト

販
売
な
ど
の
販
路
開
拓
に
積
極

的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
農
業
の

担
い
手
育
成
に
も
貢
献
。
多
岐

に
わ
た
り
山
形
県
農
業
の
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

表
彰
状
を
手
に
す
る
樋
口
代
表
理
事

心
温
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
福
祉
向
上
に
寄
与

ち
ょ
ぼ
ら
の
会
に
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰

　

11
月
20
日
、
天
童
市
市
民
文

化
会
館
で
開
か
れ
た
山
形
県
・

県
民
福
祉
大
会
の
席
上
に
お
い

て
、
ち
ょ
ぼ
ら
の
会
（
平
吹
隆

会
長
）
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
会
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
対
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
団
体
で
、
平
成

16
年
５
月
の
設
立
以
来
、
13
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
サ

ロ
ン
事
業
の
ほ
か
、
誰
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
情
報
交
換
の

場
と
し
て
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開

催
。
さ
ら
に
、
特
別
支
援
学
校

へ
の
通
学
支
援
を
行
う
な
ど
、

町
の
福
祉
向
上
に
対
す
る
多
大

な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た

び
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
状
を
手
に
す
る
平
吹
会
長
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赤くておいしいリンゴになったよ！

鮎貝小学校児童がリンゴ収穫体験

　11月 12日、鮎貝小学校の３年生 24人が学校近く
のりんご園で収穫作業を体験しました。
　児童たちは、はじめに９月の葉摘み作業のときに思
い思いのイラストや文字を貼った自分のリンゴを収
穫。その後、木にたくさん実った赤いリンゴを手際よ
く次々と収穫していきました。収穫後には、採れたて
の甘酸っぱい旬のリンゴをいただいた児童たち。「自
分たちで摘果や葉摘みをして育てたリンゴが、こんな
においしくなるとは思わなかった」と大喜びで頬張り
ました。 赤く実ったリンゴを手際よく収穫する児童

第60回西置賜地区駅伝競走大会

白鷹町チームが３年ぶりに優勝奪還

　秋の冷たい霧に包まれた 11月４日、西置賜１市３
町でタスキをつなぐ西置賜地区駅伝競走大会が、小国
町から長井市までの総距離 49.7kmのコースで開催さ
れました。
　今年も小学生から社会人まで力のあるランナーがそ
ろった白鷹町チーム。1区の菅結愛選手がトップでタ
スキをつなぐと、続く小学生～高校生ランナーも１位
を守り抜き、小国町内をトップ通過しました。その後
は一度全体順位を 2位に落とすも、粘り強い走りで
差を縮め、2位の長井市と 53秒差の僅差で勝利。区
間賞５つ、新記録２つを獲得し、3年ぶりの優勝を手
にしました。

１区  菅　結愛（鮎貝小６年）・２区  小林咲葉（長井高２年）
３区  小形武美（東根小６年）・９区  手塚雄一朗（十王）
11区  小野亨太（白鷹中３年）

７区  渡部功将（山口）・９区  手塚雄一朗（十王）

鮎貝小学校で防災出前講座

水害を学び防災意識を高める

　11 月８日、鮎貝小学校において国土交通省山形河
川国道事務所職員を講師に招いた防災出前講座が開か
れ、５年生 25人が参加しました。
　講座では、同事務所の飯野俊一専門官が羽越水害や
近年の水害状況、水害が発生した場合の身の守り方な
どを説明。飯野さんは「もしものときは、家族へ『逃
げよう！』と声を上げてほしい」と呼びかけました。
その後、児童たちは実際に一畳程度の広さに 30mm
の雨が降った場合の重さの体感や、水土のう作りなど
を体験し、水害に対する防災意識を高めました。 洪水ハザードマップを使って避難経路を確認する児童たち
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　11 月 18 日、白鷹町安全安心なまちづくり町民大
会が鮎貝小学校体育館で開催されました。
　同大会は、各関係団体が一体となって交通安全や犯
罪防止防災の意識高揚を呼びかけ、安全安心なまちづ
くりに寄与することを目的にしています。この日は、
町民や各団体関係者など約 200 人が参加。山形県環
境エネルギー部の渡部浩司主幹による防犯講演と、長
井警察署の佐藤秀幸課長による交通安全講話では、詐
欺や窃盗、交通事故等の被害にあわないために注意す
べきことなどを学びました。続いて、今年も山形県警
察音楽隊が迫力ある演奏で大会を盛り上げ、町かもし
かクラブ協議会の樋口美佳会長が「各種団体が力を合
わせ、より安全で安心して暮らせる地域社会実現のた
めさらに努力する」と大会宣言を読み上げました。

白鷹町安全安心なまちづくり町民大会

町ぐるみで築く安全安心な住みよい町

　山形おきたま農業協同組合（木村敏和代表理事組合長）
及び全国共済農業協同組合連合会山形県本部（長澤豊運
営委員会会長）によるカーブミラー贈呈式が 11月 16日、
町長室で行われました。
　これは「地域の交通事故防止に役立ててほしい」と毎年
行われているもので、今回は４基のカーブミラーを寄贈い
ただきました。今後、交通安全と事故防止のために町内各
所に設置させていただきます。

地域安全への寄附に感謝

１_県警察音楽隊による演奏が大会に

花を添えた　２_大会に先立ち登場し

た警察犬「メグ号」と細野正徒訓練士

３_大会宣言を読み上げる樋口会長

　第 31 回全国健康福祉祭とやま大会が 11 月３～６
日の日程で富山県内で開催され、ソフトボール競技に
白鷹エンゼルスが出場しました。
　競技は富山市内の３会場で行われ、白鷹エンゼルス
は１回戦の鳥取県、２回戦の富山県を相手に勝利し、
ベスト 16へ。翌日の３回戦では、香川県相手に惜し
くも敗れる結果となりましたが、試合は準決勝と決勝
が雨天中止となったため４チームが優勝となり、白鷹
エンゼルスは優秀賞となりました。

ねんりんピックソフトボール競技でベスト16

白鷹エンゼルスが全国大会で躍動

全国大会で躍動した白鷹エンゼルスのメンバー

１

１_県警察音楽隊による演奏が大会に

２３
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町
民
の
皆
さ
ん
が
冬
で
も
安
心
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
町
で
は
次
の
よ
う
な
支
援
制
度

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
　

自
力
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い
世

帯
に
対
し
て
、
雪
下
ろ
し
費
用
を
支

給
し
ま
す
。

●
条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
65

　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯　
　

●
給
付　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
１
回
当

　

た
り
１
万
５
千
円
を
上
限
と
し
て

　

年
度
３
回
以
内

□　
自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
世
帯
に

対
し
て
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
65

　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

　

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯

●
内
容　

住
居
の
出
入
り
口
か
ら
生

　

活
道
路
に
出
る
ま
で
の
人
的
除
雪

　

を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
福
祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

■ 

冬
の
高
齢
者
支
援
制
度
の
ご
案
内

　山形県では、障がいのある人への差別をなく
していくことと、障がいのある人とない人とを
区別せず互いに人格と個性を尊重し合いながら
生きることができる社会を目指しています。
《障がいを理由とする差別の例》　

　この事例は、障がいのある人が障がいのない
人と違う扱いを受けているので、「不当な差別
的取扱い」であると考えられます。（ただし、
ほかに方法がない場合などは「不当な差別的取
扱い」にならないこともあります。）

　このように、聴覚障がいのある人に声だけで

話す、また知的障がいのある人にわかりやすく
説明しないことは、障がいのない人にはきちん
と情報を伝えているのに、障がいのある人には
情報を伝えないことになります。
　障がいのある人が困っているときに、その人
の障がいに合った必要な工夫ややり方を相手に
伝えて行なってもらうことが合理的配慮であ
り、役所や会社・お店などが、障がいのある人
に「合理的配慮をしない」ことも差別となる場
合があります。
※障がいなどについて正しい知識と理解を持
　ち、合理的理由のない差別の解消を図るため、
　山形県では「心のバリアフリー推進員養成研
　修会」を開催しています。詳しくは、下記担
　当へお問い合わせください。

【相談・問い合わせ】
健康福祉課福祉係　☎ 86-0111

障がいを理由とする差別の解消に向けて
― 障がいや障がい者についての理解を深め、「共にこのまちで輝く」―

　

町
で
は
、
小
・
中
学
校
に
通
学
す

る
お
子
さ
ん
の
学
用
品
費
や
給
食
費

な
ど
、
就
学
費
用
の
一
部
を
援
助
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

31

●
対
象　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

　

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

　

の
保
護
者

※
審
査
の
結
果
、
適
用
に
な
ら
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
提
出
書
類　

申
請
書
及
び
平
成
30

　

年
中
の
世
帯
の
収
入
（
各
種
手
当
、

　

年
金
等
を
含
む
）
が
わ
か
る
書
類

　

の
写
し

●
提
出
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日

　

（
木
）
期
限
厳
守

●
提
出
先　

現
在
通
学
し
て
い
る
小

　

・
中
学
校
（
未
就
学
児
は
入
学
予

　

定
の
小
学
校
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係　

☎
85

－

６
１
４
４

■ 

児
童
生
徒
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ
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町からのお知らせ

【問い合わせ】健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212

●受付期間　平成 31年１月９日（水）～２月８日（金）
●対象児童　小学１年生～６年生で保護者等が就労などにより日中家庭にいない児童（平成 31年度
　　　　　　に入学する児童を含む）
●利用料（おやつ代を含む）１～３年生：月額 7,000 円／４～６年生：月額 6,000 円
※利用料は基本金額を示しています。登録形態やサービス加算によって金額が異なります。
※利用料の軽減制度があります（要保護・準要保護世帯及び兄弟で利用している世帯が対象）。
※申し込みや詳細は、各児童クラブに直接ご連絡ください。

平成31年度の

放課後児童クラブ（学童保育）利用児童を募集します

87-1188 87-0084 85-3160 85-2200
７ 11 ７ 11 ７ ７

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 30 ７

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 30 ７

１

　

白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
医
療
費
控

除
（
確
定
申
告
）
の
手
続
き
に
利
用

で
き
る
「
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

こ
と
で
、「
医
療
費
の
明
細
書
」
の
記

入
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
記
載
内
容

①
医
療
を
受
け
た
方
の
氏
名
、
医
療 

　

機
関
の
名
称
、
受
診
年
月

②
１
年
間
（
平
成
29
年
11
月
〜
平
成

　

30
年
10
月
）
の
医
療
費
の
総
額

③
平
成
30
年
中（
平
成
30
年
1
月
〜

　

10
月
）
に
医
療
機
関
の
窓
口
等
で

　

支
払
っ
た
額

30

●
注
意
点

・
記
載
内
容
は
、
平
成
30
年
10
月
ま

　

で
に
受
診
し
た
分
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
11
月
と
12
月
に
受
診
し

　

た
分
が
あ
る
場
合
は
、
領
収
書
を

　

基
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

　

を
作
成
し
、
申
告
書
に
添
付
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

　

領
収
書
は
確
定
申
告
期
限
か
ら
５

　

年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　

ん
。

・
記
載
さ
れ
て
い
る
「
支
払
っ
た
医

　

療
費
の
額
」
と
実
際
に
支
払
っ
た

　

額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
例
…
高
額
療
養
費
な
ど
の
払
い
戻

　

し
を
受
け
た
場
合
・
医
療
費
助
成

　

等
を
後
日
受
け
た
場
合
・
医
療
機

　

関
へ
の
支
払
い
が
完
了
し
て
い
な

　

い
場
合
等
）。
こ
の
場
合
は
、
ご

　

自
身
で
額
を
訂
正
し
て
い
た
だ
く

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
別
途
、
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
て
い
る

「
医
療
費
通
知
」
は
、
確
定
申
告
に

　

必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

　

た
め
、
医
療
費
控
除
の
手
続
き
に

　

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
発
送
時
期　

平
成
31
年
1
月
下
旬

※
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
国
保
医
療
係　

☎
85

－

６
１
３
０

■ 

確
定
申
告
に
利
用
で
き
る

　 「
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
、
確
定
申

告
ま
で
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
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注意）

・小人は小学生以下です。

・１回券、回数券及び１日   

　券はナイター使用できま

　せん。

・シーズン券はナイターも

　使用できます。

・リフトに乗車するすべて

　のお客様よりリフト料金

　をいただきます。（幼児・

　お年寄りについても同様

　です）

12 17 19
12 20

2.5cm ２cm

８ 30 ５

３

料金について

１ 150

11 1,540

11 1,020

2,260

1,540

1,230

820

10,280

13,370

20,570

白鷹町営
スキー場
ＯＰＥＮ

［営業時間］
・午前９時～午後４時30分
（土・日・祝日は午後５時）
・午後５時30分～午後９時（ナイター）
※期間及び営業時間は積雪状況により変わる
　ことがあります。
※２月17日（日）は町スキー大会のため、一
　般の方の利用は午後２時からになります。

【問い合わせ】
教育委員会生涯スポーツ係　　　☎85-6147
白鷹スキーセンター　　　　　　☎87-2456
白鷹町営スキー場リフト管理棟　☎87-2215

12月20日 木

   3月17日 日平成
31年

ペアリフトの利用券について

スキー場の利用について

　今年度、町では今後のまちづくりの基本的な方向
性を示す新たな総合計画の策定に向け、地域力創造
アドバイザー（総務省制度）の前神有里さんを招き、
広く町民の皆様の意見を伺うための「まちづくり町
民会議」を開催しています。　
　第２回会議では、一般財団法人地域活性化センタ
ーより町の将来人口のシミュレーション結果につい
て説明があり、人口減少に歯止めをかける対応策に
ついて提案を受けました。蚕桑・鮎貝・荒砥・十王・
鷹山・東根の６地区別に、立地的な特徴や、今後の
人口流入及び流出の推測について具体的な説明があ
り、それらを踏まえて感じたことなどについて意見
を出し合いました。
　第３回会議では、メジャーリーガー大谷翔平選手
も自己実現のために作成したアイデアマップを使い、
町の将来像について意見を出し合いました。町の将
来を考える際に大事にしたいことやキーワードとな
るもの、伸ばしていきたい点など、活発な意見交換
が行われました。

まちづくり町民会議
ふりかえりルポ

第６次白鷹町総合計画

vol.1

参加する前は戸惑いがありましたが、さ

まざまなデータを基に町の現状を皆さん

と共有でき、ポジティブな感覚で話し合

いができています。また、「まちをどう

にかしたい」という町民の皆さんのエネ

ルギーにとても刺激を受けました。会議

に参加し、皆さんのさまざまな意見や考

　　え方に触れ、私自身もっと成長しな

　　ければならないとも感じました。

“会議”ですが、楽しく意見を出し合え

る和やかな雰囲気です。町職員の皆さん

も私たちと同じ目線で話してくれるので

素直な意見を発言できますし、ほかの委

員の方の意見も聞けて大変参考になって

います。私たちの意見が、計画策定に生

かしてもらえることについては幸せなこ

とです。今後の会議も楽しみに参

加させていただきたいと思います。

まちづくり町民会議
ふりかえりルポ

第６次白鷹町総合計画

vol.1

に参加し、皆さんのさまざまな意見や考

　　え方に触れ、私自身もっと成長しな

　　ければならないとも感じました。

に参加し、皆さんのさまざまな意見や考

　　え方に触れ、私自身もっと成長しな

　　ければならないとも感じました。

かしてもらえることについては幸せなこ

とです。今後の会議も楽しみに参

加させていただきたいと思います。

かしてもらえることについては幸せなこ

とです。今後の会議も楽しみに参

加させていただきたいと思います。

日時：10月31日（水）午後７時～９時
場所：中央公民館 ３階 大会議室

第３回
日時：11月19日（月）午後７時～９時
場所：中央公民館 ３階 大会議室

第２回

町職員
小形峰樹さん

委員（町民）
横山和浩さん

ふりかえりインタビュー（参加者の声）

!会議には、各分野で活躍されているさまざまな年代の町
民の皆さん15人に加え、町職員18人が参加しています。



　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
農
畜
産

物
を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
家
消
費
の

み
の
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
実
際
の

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
収

支
計
算
が
原
則
で
す
。
収
支
計
算

に
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
に

係
る
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
の
書

類
の
保
存
と
日
々
の
取
引
の
記
録

（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

　

帳
簿
か
ら
収
支
内
訳
書
を
作
成

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
収
支
内

訳
書
に
よ
り
申
告
書
を
速
や
か
に

作
成
で
き
ま
す
。（
申
告
相
談
に
は

領
収
書
や
帳
簿
等
も
ご
持
参
く
だ

さ
い
。）

※
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
や 

　

農
業
、
不
動
産
貸
付
等
を
行
う

　

す
べ
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳
簿

　

書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま

　

し
た
。
町
県
民
税
の
申
告
の
み

　

の
方
も
す
べ
て
対
象
で
す
。

　
　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
方

は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う
え
、

31

１

15

ま
で

税
務
出
納
課
町
民
税
係
（
４
番
受

付
）
に
提
出
く
だ
さ
い
。

《
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料
》

…
個
人
間
で
の
農
作
業

（
耕
う
ん
・
代
か
き
・
育
苗
・
田

　

植
え
・
稲
刈
り
な
ど
）
の
委
託

　

料
で
す
。

※
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

　

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育

　

苗
組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど

　

の
利
用
者
は
、
申
告
相
談
の
際

　

に
利
用
料
の
明
細
を
お
示
し
く

　

だ
さ
い
。

農
地
の
賃
借
料
（
米

　

な
ど
の
現
物
支
払
い
を
含
む
）

　

で
す
。

※
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

賃耕料・小作料等支払明細
書は平成 31 年１月 15 日
（火）まで提出してください。

　

固
定
資
産
税
は
、
町
内
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

毎
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現

在
で
評
価
し
、
基
準
日
時
点
の

所
有
者
に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

　

税
務
出
納
課
で
は
現
在
、
平

成
31
年
度
の
課
税
に
向
け
た
作

業
（
土
地
の
現
況
調
査
と
評
価
、

新
増
改
築
家
屋
の
調
査
と
評
価

な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
31

年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
次

に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有

す
る
方
は
、
お
手
数
で
も
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
平
な
課
税
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

土
　
地

■
土
地
の
現
況（
利
用
状
況
）が

　
変
わ
っ
た
と
き

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
・ 

空
き
地
に

　

し
た
。

※
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、

　

宅
地
や
駐
車
場
・
資
材
置
き

　

場
に
し
た
。 

　

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

４

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
方
が
、
申
告
の
際
に
賦
課
金
を

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の

金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合
か

ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課
金

内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
よ
り

用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
町
民
税
係　

☎
85

－

６
１
３
２

 申告相談の日程について

　申告相談の日程は広報しら
たか１月15日号でお知らせ
します。指定された日時をご
確認のうえ、ご来場ください。

忘れずにご確認を！

家
　
屋

■
家
屋（
建
物
）に
異
動
が
あ
っ

　
た
と
き

※
建
物
を
新
増
改
築
し
た
、
取

　

り
壊
し
た
な
ど

（
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
所

有
建
物
確
認
の
お
願
い
」
な
ど

に
よ
り
、
す
で
に
ご
報
告
い
た

だ
い
た
方
は
、
今
回
の
連
絡
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

償
却
資
産

　

償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産

の
所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
12
月
中
旬
に
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
１
月
31

日
ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
を
平
成
30
年
中
に
新

た
に
取
得
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

今
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い
た
方

で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書
な

ど
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
資
産
税
係

☎
85

－

６
１
３
３

税務出納課からのお知らせ￥

農
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
へ

固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－
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システムからの自動返信メールが届かない場合

以下をご確認ください。
●ドメイン指定受信設定により、受信対象から除外され
　ていないかどうか。
※除外されていた場合は kinkyu-shirataka.jp を許可リ
　ストに追加してください。
●迷惑メールフォルダに振り分けされていないかどうか。
●時間をおいて手動でメール受信を実施いただき、届い
　ていないかどうか。
※これらを確認いただき、それでもうまくいかない場合
　は最寄りの携帯電話販売店にご相談ください。

iPhone ご利用の町民の方へ

本システム利用登録においては空メールの送信が
必要となっていますが、メーカー（apple 社）側
の仕様により、iPhoneについては件名／本文と
もに空白のメールはそのままでは送信できない仕
組みとなっています。（2018年７月時点）
※次の手順（❶→❷）により、空メールの送信が
　可能となります。
❶メール本文に、空白など任意
　の文字を１文字入力する。
❷打った文字を削除する。

　屋外拡声器からの距離や気象条件などによっては、放送内容が聞き取り
にくいことがあります。そのようなときは「町防災情報テレホンサービス」
の専用番号（☎85-3898）に電話をかけ、放送内容をご確認ください。

電話でも確認できます！

　町では、屋外拡声器から音声でお届けする「政
府発表の国民保護情報」や「町発表の避難情報」
などを、皆さんがお持ちの携帯電話やスマートフ
ォン、パソコンに文字でお知らせする「白鷹町緊
急配信メールサービス」に取組んでいます。登録
は簡単ですので、携帯電話やスマートフォン、パ
ソコンをご利用の方はぜひご登録ください。
※このメールサービスでは、月に１回程度行なって
　いる「試験放送」や、不定期に行われる「全国一

　斉情報伝達訓練」のご案内も行なっています。

＊ URL入りメールが受信できない場合は、迷惑メールのフィルタ機能等を見直してください。受信許可する際は、
　ドメイン指定にて kinkyu-shirataka.jpを指定してください。

④登録完了メール受信 「登録完了」のメールを受信し、登録完了を確認
する。

①空メール送信

③必要情報入力 登録用ホームページで必要事項（氏名、住所、登録理由
など）を入力し、登録する。

携帯電話・スマートフォン、パソコンから touroku@
kinkyu-shirataka.jp に空メールを送信する。

②返信メール受信 返信されてくるURL入りのメール（配信元：haishin@
kinkyu-shirataka.jp）* にアクセスする。

　登録は簡単です！ ＱＲコードからも
アクセスできます→

町防災情報
テレホンサービス
☎85-3898
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　11月７日、荒砥高校復禮会館を会場に町議会議員の皆さん
との意見交換会が行われ、本校からは生徒会役員 16人が参加
しました。
　初めに議会制度の説明を受け、その後２班に分かれて各「テー
マ」について真剣に考え意見を述べました。
　地域の課題について語り合い、地域への愛着と町政・議会に
ついて関心を高める機会となりました。　

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

フラワー長井線まつり
　10 月 21 日に開催されたフラワー長井線
まつりにおいて、荒砥駅での各種イベントに
参加し、お手伝いさせていただきました。
　また、本校吹奏楽部による演奏もありまし
た。多くの皆さんに来ていただき、演奏終了
後には温かい声をかけていただきありがとう
ございました。

荒高掲示板 
・フラワー長井線まつり

・議員の皆さんとの意見交換 

町議会議員の皆さんとの意見交換会

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

11

10

24
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地域包括支援センター ℡86-0112

―居場所づくり・生活支援を勉強しよう！―

白鷹町支え合いの地域づくり研修会開催
　人口減少の中、高齢化率が上昇し、単身高齢者・高齢者のみ世帯
が増加しています。住み慣れた地域で安心して生活し続けるために、
高齢者が社会参加できる仕組みを構築し、軽度の生活支援は地域で
解決できる仕組みづくりが求められています。
　地域での居場所づくり、有償・無償ボランティアについて一緒に
勉強してみませんか。

　居場所・無償ボランティア・有償ボランティ
　アの、それぞれ取り組みたいグループに分
　かれ、グループワークを行います。
●日時　12月 26日（水）
　　　　午後１時 30分～４時
●会場　健康福祉センター　すこやかホール

●日時　平成 31年１月 10日（木）
　　　　午後１時 30分～４時
※会場は①と同じ。

●日時　平成 31年１月 18日（金）
　　　　午前 10時～ 11時 30分
●会場　集いの場　にじ

●講師　NPO法人ふれあい天童
　　　　加藤由紀子　氏
●対象者　どなたでも
●参加費　無料
●主催　支えあう地域づくり　なないろの会
●共催　白鷹町

【申し込み・問い合わせ】健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86-0112

■研修内容

ぜひご
参加く

ださい
！

ぜひご
参加く

ださい
！

はちみつカフェパーティー
～恋の炎を灯しましょう～

　蜜蝋キャンドル作りや、はちみつハンドクリーム作り
を体験し、スイーツバイキングで参加者同士の交流を深
めるイベントです。優しいキャンドルの光に癒されなが
ら、素敵な出会いを見つけてみませんか。
●いつ　平成 31年１月 27日（日）午後１時～５時
●どこで　山峡紅の里（十王地区コミュニティセンター）
●参加費　1,500 円
●対象　25 歳～ 42歳の独身男女各 10名
●内容　蜜蝋キャンドルとハンドクリーム作り、スイー  
　ツバイキング
【申し込み・問い合わせ】
白鷹町婚活サポート委員会　☎ 86-0212
E-mail：konkatu@so.town.shirataka.yamagata.jp

白鷹町婚活サポート委員会主催
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　町報川柳　― 花 ―　　 

●作文コンテスト
　【小学校の部】
　　最優秀賞　犯罪のこわさ　　　　　　菅　　結愛（鮎貝小６年）
　　優 秀 賞　社会が明るくなるために　黒澤　瀬奈（鮎貝小６年）
　【中学校の部】
　　優 秀 賞　いじめの第三者の人々に向けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土屋　大地（白鷹中３年）
　　優 良 賞　明るい社会　　　　　　　紺野　翔矢（白鷹中３年）
●標語コンテスト
　【小学校の部】
　　優 秀 賞　わるい事　見て見ぬふりも　わるい事　　　　　　小林　成那（鮎貝小３年）
　　優 良 賞　だいじょうぶ　その一言で　ほっとする　　　　　樋口　　巧（蚕桑小５年）
　　　　　　　いじめない　ぼくもされたら　いやだもん　　　　三浦　聡信（鮎貝小１年）
　　　　　　　たからもの　命は一つ　買えないよ　　　　　　　橋本　瑞歩（荒砥小５年）
　　　　　　　やさしさで　人は変わる　変えられる　　　　　　小林　悠愛（東根小５年）
　【中学校の部】
　　優 秀 賞　「おかしいな」　そう思ったら　声掛けて　　　　　廣居　千尋（白鷹中３年）
　　優 良 賞　あたたかい　言葉のシャワーで　笑顔咲く　　　　橋本　優翔（白鷹中１年）
　　　　　　　あいさつで　防げる犯罪　つくれる笑顔　　　　　奥山　結衣（白鷹中２年）
　　　　　　　一言の　優しい言葉で　元気づく　　　　　　　　髙橋　優真（白鷹中３年）
　　　　　　　「支え合い」　あなたもできる　ボランティア　　　鈴木　千種（白鷹中３年）

第68回 
“社会を明るくする運動” 
  作文・標語コンテストの結果

［ 西置賜地区  作文・標語コンテスト ］
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎85-6120

町長交際費
町長の主な動静 11月 11月
月　日 行　　事　　名 月　日 行　　事　　名

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容 支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

　町内小中学校の給食に、JA山形おきたま農政対策白

鷹本部様より新品種山形県産雪若丸の新米 100kg を寄

贈いただきました。丹精込めて作った雪若丸を子どもた

ちに味わってもらいたいというご厚意によるものです。

　今年本格的にデビューした雪若丸は、粒がしっかりし

ていてカレーやチャーハンに向いているというアドバイ

スをいただき、12月６日の学校給食で特別メニュー「カ

ツカレー」としていただきました。カツも山形県産豚肉

のロースを使用し、県内産にこだわりました。改めて地

元のたくさんの方々に支えていただいて学校給食が成り

立っていることを実感しました。子どもたちの健やかな

成長を願い、地元の農産物の本物のおいしさを味わって

もらいたいとご協力いただいた皆様、誠にありがとうご

ざいました。

ちょうりじょうゆうびん

給食に思いを込めて――

― ―
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ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
86-0210

11 月 10 日に開催した『元気ニコニコ健康まつり』についてレポートします。
　テーマは『食による健康づくり』。とことん『食』にこだわり、小さなお子様から高齢者まで、楽しく健康
について考えられる一日となりました。

　歌、ヴァイオリン、オカリナ、ピアノによる美しい生演奏は、参加した大

勢の親子を魅了。今回の健康まつりに合わせた食べ物をテーマにした楽しい

歌のパフォーマンスにより、五感をめいいっぱい使って、“食べること”の

楽しさを感じることができたようです。

　

　ホールいっぱいに広がる大きな風船の数々、みんな大好き「シラタカレッ

ドダンス」に「エビカニクス」。パワフルな大久保先生の指導に、子どもも

大人も夢中になって楽しんでいる姿が微笑ましく、「子どもと一緒に体を動

かせる機会がなかなかないので思いっきり楽しめた」と大好評でした。

　

　観たくないけど観なくてはいけない映画でした――高校生から寄せられた

感想です。野菜や米、肉、スパイスなどの材料すべてを一から育て、一杯の

カレーライスができるまでの９か月間の全記録。私たちは命を食べて生きて

いることをあらためて実感できました。アフタートークでは、カレーライス

の歴史やレシピ、そして「カレーライスのうた」の生歌をご披露いただき和

やかな雰囲気に。

　

　健康まつりに来場いただき、全ブース制覇できた方は 30ポイント獲得で
す。（来場いただいただけでも 20ポイント獲得）ぜひこの機会に応募ハガ
キをご確認いただき、50ポイント達成した方は『ますます健康になれる景品』
が当たる抽選にご応募ください。

　

・山形おきたま農業協同組合様より、話題の「雪若丸」を提供いただきまし

　た。自分で握る炊き立ての新米おにぎりの味は格別でした。

・すべて白鷹町産の食材で作ったとん汁と郷土料理のかいもちは、ホッとす

　るやさしい味でした。

・鰹、煮干し、野菜３種類それぞれの“だし”を飲み比べ。和食には欠かせな
　い“だし”の味わいと、“だし”をきかせることで減塩にもつながることを体

　験していただきました。
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［ 中央公民館展示案内 ］
デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

１月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

●１階ロビー
《美術コーナー①》　　　　　　　　
絵画「渓流雪景」／小角又次さん
展示期間：12月に引き続き１月 31日まで
《美術コーナー②》　
昭和の荒砥 写真展
展示期間：１月より２月まで
●１階フロアー
《書道コーナー》
伊藤和子さん（荒砥）・本木雅苑さん（蚕桑）
展示期間：12月に引き続き１月 31日まで

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

１ ２ ③ ④ ５

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 12

13 ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ 19

⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ 26

㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉛

絵
画
「
渓
流
雪
景
」

１ 12 10

第 381 回　おはなしの会

Li� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� aryLi� ary
◎１月の休館日：１～３・７・14・20・28日
※２月は閲覧のみになります。

◎開館時間 :  午前９時～午後６時　

図書館だより

《
わ
た
し
が
薦
め
る
一
冊
》

　
図
書
館
協
議
会
委
員
　
中
川
　
栄
子

中
川
「
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ

　
　
　
っ
た
り
の
絵
本
知
ら
な
い
？
」

ク
ロ
（
中
川
家
の
ネ
コ
）「
わ
た
し
の
ネ
コ
仲
間
の

　
　
　
ピ
ー
ト
が
、
サ
ン
タ
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
活
躍

　
　
　
す
る
絵
本
が
あ
る
わ
よ
。」

中
川
「
ま
あ
、
す
て
き
。
と
こ
ろ
で
、
サ
ン
タ
さ
ん

　
　
　
っ
て
本
当
に
い
る
の
？
」

ク
ロ
「
い
る
わ
よ
。『
こ
の
世
の
中
に
、
愛
や
ま
ご
こ

　
　
　
ろ
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
サ
ン
タ
さ
ん

　
　
　
も
確
か
に
い
る
の
で
す
。』（『
サ
ン
タ
ク
ロ

　
　
　
ー
ス
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
』
よ
り
）

　
　
　
目
に
見
え
な
い
も
の
が
、
わ
た
し
た
ち
の
心

　
　
　
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
の
よ
。」

中
川
「
本
も
、
わ
た
し
た
ち
の
心
に
楽
し
い
想
像
の

　
　
　
世
界
を
広
げ
て
く
れ
る
わ
ね
。」

ク
ロ
「
そ
う
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、
町
立
図
書
館

　
　
　
の
絵
本
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。」

中
川
「
賛
成
！
」

●今月の新購入図書 掲載しているのは購入図書の一部ですのでお気軽にお問い合わせください。

９

本に携わる図書館職員がその人生に影響を与えた一冊とはどのよ
うな本でしょうか。県内図書館職員からのおすすめコメントも掲
示しています。一冊一冊に込められた思いとともにご覧ください。

県内図書館・大学図書館職員 339 名が選んだ
山形県図書館大賞2018 ～人生の転機になった１冊～　

　

展示中！
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何
だ
か
小
難
し
い
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
協
力
隊
の
三
浦
で
す
。

　

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
（
以
下
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
は
、
日
本
で
は
主
に
「
病
気
と
向
き
合

い
な
が
ら
人
生
を
如
何
に
良
く
過
ご
す
か
？
」

と
い
う
よ
う
な
医
療
的
な
意
味
合
い
で
使
わ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

お
借
り
し
た
言
葉
に
よ
る
と
、「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
は
、

一
般
に
一
人
ひ
と
り
の
人
生
の
内
容
の
質
や
社

会
的
に
見
た
生
活
の
質
の
こ
と
を
指
し
、
つ
ま

り
あ
る
人
が
ど
れ
だ
け
人
間
ら
し
い
生
活
や
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
り
、
人
生
に
幸
福
を
見
出

し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
尺
度
と
し
て
と

ら
え
る
概
念
で
あ
る
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
「
幸
福
」
と

は
、
身
心
の
健
康
、
良
好
な
人
間
関
係
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
、
快
適
な
住
環
境
、
十
分
な

教
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
計
ら
れ
る
」（
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）。
と
、
や
っ
ぱ
り
小
難
し

い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
…
。
も
の
す
ご
く
簡

単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
人
生
の
ど
こ
に
幸
福

を
見
出
す
か
は
実
に
い
ろ
い
ろ
な
観
点
が
あ
っ

て
人
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
は
何
に
一
番
の
幸
福
を
感
じ
る
で

し
ょ
う
か
。
私
の
場
合
、
以
前
こ
ち
ら
に
も
書

き
ま
し
た
が
、
山
や
ら
自
然
や
ら
に
幸
福
を
感

じ
ま
す
。

　

先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
の
「
や
ま
ま
る
」
内
で
や

ま
が
た
百
名
山
白
鷹
山
の
放
送
が
あ
り
ま
し

た
。
予
期
せ
ず
裏
方
と
し
て
撮
影
に
同
行
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
私
も
登
山
者
の
一
人
と
し
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
ま
す
（
俗
に
ヤ
ラ
セ

第34回

地域おこし協力隊通信

    クオリティ・オブ・ライフ
　Quality  Of  LIfe　

   地域おこし協力隊　三浦 　康

第34回

地域おこし協力隊通信

    クオリティ・オブ・ライフ
Quality  of  Life

地域おこし協力隊　三浦 康

観光協会で活動中！

と
も
）。
ア
ド
リ
ブ
な
の
で
一
字
一
句
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、「
誰
に
で
も
安
全
に
簡
単

に
登
る
こ
と
が
で
き
て
最
高
の
景
色
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
登
っ
て
み
て
ほ

し
い
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
は
内
陸
部
で
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
常
に
山
を
見
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
白
鷹
山
に
登
れ
ば

（
雨
量
観
測
レ
ー
ダ
ー
か
ら
）
嘘
み
た
い
な

広
大
な
景
色
が
広
が
り
ま
す
。
ど
こ
の
登
山

口
か
ら
も
山
頂
ま
で
１
時
間
あ
れ
ば
登
る
こ

と
が
で
き
る
山
な
の
で
本
当
に
簡
単
で
す
。

も
う
10
回
は
登
っ
て
い
ま
す
が
、
白
鷹
町
の

ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
な
ぁ
と
し
み
じ

み
感
じ
て
い
ま
す
。

　

１
時
間
程
度
の
登
山
で
あ
れ
ば
肉
体
的
負

荷
も
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
山
頂
で
ゆ
っ

く
り
も
の
ん
び
り
も
で
き
ま
す
の
で
、
白
鷹

山
は
本
当
に
誰
に
で
も
お
勧
め
で
き
る
山
で

す
。
そ
の
た
め
、「
身
心
の
健
康
増
進
」、「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」、「
レ
ジ
ャ
ー
」
な

ど
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
に
も
「
ぜ
ひ
『
高

い
山
の
日
』
以
外
も
白
鷹
町
が
誇
る
べ
き
白

鷹
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
言
っ
て
も
、

雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
冬
は
安
易
に
お
勧
め
で
き

な
い
の
で
、
ま
た
雪
が
解
け
た
高
い
山
の
日

以
降
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
個
々
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
は
町
の
発
展

に
も
つ
な
が
る
と
い
う
研
究
結
果
も
あ
る
そ

う
で
す
の
で
、
山
に
関
わ
ら
ず
一
度
き
り
の

人
生
は
存
分
に
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

　

10 月下旬のある朝、白鷹山雨量観測レーダーからの景色

㊧大朝日岳とお月様と影白鷹山

㊨雲海の長井盆地と飯豊連峰
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

飲酒運転撲滅・冬道の交通安全

●冬用タイヤ交換はお早めに！…毎年、初冬期に夏
　タイヤによるスリップ事故が多発しています。

●雪の降り始めが要注意！…慣れない雪道でスリッ
　プ事故が多発する時期です。スピードを落として

　安全走行を心がけましょう。

●スリップ事故に要注意！…年末年始は出かけるこ
　とが特に多い時期です。次のことを守りましょう。

●特にトンネルの出入り口や橋の上、日陰部分は凍
　結路面に注意！…油断しないで減速運転をしま　
　しょう。

●年末年始は、お酒を飲む機会が多くなる時期！
　…飲酒運転は絶対に「しない、

　させない、許さない」を徹底

　してください。

●５分早めの行動で冬道の交通事故防止
　…気忙しい時期です。ゆとりをもって交通安全に
　努めましょう。

●早めのヘッドライト点灯とハイビームの積極活用
　…悪天候の場合は、日中でもヘッド
　ライトを点灯しましょう。

●夜の歩行者、ドライバーからは見えていません！
　要注意！…夕暮れ時からの外出は、目立つ明るい
　色の服装と夜光反射材を身につけましょう。

　朝の登校時間帯に、児童生徒の交通事故防止に

ご尽力いただいています。

年の瀬、正月はしっかり防犯

・ひったくりや置き引き、スリなどに注意。

・車を離れるときは必ずドアロック、車内

　に金品を残さない。

・家に多額の現金を置かない、外出する際

　は必ずカギをかける。

・電話の相手は本物？その話は本当？一旦

　切って、まず確認！

冬道の安全運転５則

❶スピードは、夏場より10キロ以上減速する。
❷車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。
❸急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操
　作を避ける。

❹視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。
❺危険がいっぱい。追い越しはしない。

引き続きお願いしています。

0238-87-8000
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Ｒ
２
８
７
白
鷹
朝
日
大
江
縦
断

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
中

　

国
道
２
８
７
白
鷹
朝
日
大
江
縦
断

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
中
で
す
。

　

３
町
の
指
定
施
設
を
巡
り
、
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選

で
「
ご
当
地
グ
ル
メ
ギ
フ
ト
」
が
当

た
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　

平
成
31
年
１
月
11
日

（
金
）
ま
で

●
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

《
白
鷹
町
》
ど
り
い
む
農
園
直
売
所
、

　

道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園
あ
ゆ
茶
屋

《
朝
日
町
》
道
の
駅
り
ん
ご
の
森
、

　

り
ん
ご
温
泉

《
大
江
町
》
道
の
駅
お
お
え
、
大
江

　

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

白鷹町役場　☎８５-２１１１

　

町
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
応
募
用
紙
は
、
各
会
場
の
レ
ジ
や

受
付
、
町
役
場
に
備
え
て
い
ま
す
。

●
ご
当
地
グ
ル
メ
ギ
フ
ト

《
白
鷹
町
》
米
沢
牛（
す
き
焼
き
用
）

　

…
３
名

《
朝
日
町
》
ア
ッ
プ
ル
路
鳥
（
ダ
チ

　

ョ
ウ
）
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
豚
ハ
ム
セ

　

ッ
ト
…
４
名

《
大
江
町
》
や
ま
が
た
地
鶏
…
３
名

●
応
募
締
切　

平
成
31
年
１
月
11
日

（
金
）
当
日
消
印
有
効

●
当
選
発
表　

商
品
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
２
月
上
旬
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
交
流
推
進
係

☎
85

－

６
１
２
６

　

駅
文
（
え
き
ぶ
み
）
フ
ラ
ワ
ー

　

長
井
線
に
手
紙
を
書
こ
う

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
開
業
30
周
年

を
記
念
し
、
長
井
線
へ
の
想
い
を
手

紙
形
式
で
募
集
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

平成 31年度採用 白鷹町病院事業等職員募集

●試験日及び試験会場　
　

31 １
●試験内容
●採用予定年月日
　 31 ４ １
●受験申込締切
　12 28

12 28

●募集要項・受験申込書の配布
　 120

２

（http://www.hospital.shirataka.yamagata.jp/）
　

【応募先・問い合わせ】
☎ 85-2155

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

１
54 ４ ２

１ 54 ４ ２

町立病院で活躍するスタッフをさらに募集しています！

看護補助者 調理師

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
チ
ラ
シ
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の
作
業
を
実
体
験
で
き
、
作
業
終
了

後
は
音
楽
を
伴
っ
た
直
会
（
な
お
ら

い
）
も
あ
り
ま
す
。

●
寒
仕
込
体
験　

平
成
31
年
２
月
２

日
（
土
）
午
後
１
時
〜

●
蔵
出
し
体
験　

平
成
31
年
３
月
２

日
（
土
）
午
後
１
時
〜

●
ど
こ
で　

加
茂
川
酒
造
㈱

●
直
会　

会
場
未
定
（
参
加
費
は
実

費
に
な
り
ま
す
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

蔵
人
考
事
務
局
（
ヤ
マ
シ
チ
商
店

内
）
担
当　

鈴
木

☎
０
９
０

－

４
８
８
３

－

０
３
２
０

冬
期
間
の
ご
み
収
集
の
お
願
い

　

冬
期
間
は
、
積
雪
の
影
響
で
ご
み

集
積
所
の
扉
が
開
か
ず
、
ご
み
を
収

集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
除

雪
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　

 

新
生
蔵
人
考
「
酒
造
り
の
部
」

　 

体
験
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
純
米
大
吟

醸
酒
「
蔵
人
考
（
く
ろ
う
ど
こ
う
）」

を
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作

っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

米
づ
く
り
の
部
は
収
穫
ま
で
無
事

に
完
了
し
、
い
よ
い
よ
酒
の
仕
込
み

が
始
ま
り
ま
す
。

　

参
加
す
る
と
酒
の
仕
込
み
や
搾
り

12 １
29 30 31 １ ２ ３

 住民票、印鑑証明、  
 税に関する証明、
 転入転出届

■町立病院の救急外来は、随時受付けます。
■出生届・死亡届・婚姻届などは、午前８時30分から
　午後５時の間、役場日直窓口（役場裏口）で受付けます。
※上記以外の時間帯は、消防白鷹分署でお預かりします。
■火葬の電話予約は、午前７時から午後９時まで受付け
　ます。（斎場受付センター　☎85-0112）
■ごみは、12月29日（土）に長井クリーンセンターで
　直接搬入を受付けています。
■地区コミュニティセンターの期間前後の休みについて
　は、各地区コミュニティセンター報をご覧ください。
※１月４日（金）は窓口業務時間の延長を行いません。
　ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願
　いいたします。

催
し
て
い
ま
す
。

　

先
着
で
「
駅
文
」
缶
バ
ッ
チ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

●
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容　

投
函
し
て
い

た
だ
い
た
先
着
１
０
０
０
名
に
「
駅

文
」
缶
バ
ッ
チ
を
進
呈
し
ま
す
。
主

要
駅
の
窓
口
ス
タ
ッ
フ
に
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
切
り
離
し
た
後
の
半
券
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法

①
車
内
ま
た
は
主
要
駅
（
赤
湯
、
宮

　

内
、
長
井
、
荒
砥
）
で
ポ
ス
ト
カ

　

ー
ド
を
も
ら
う

②
メ
ッ
セ
ー
ジ
枠
に
長
井
線
に
あ
て

　

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
等

　

を
記
入

③
メ
ッ
セ
ー
ジ
枠
の
部
分
を
切
り
離

　

し
、「
駅
文
」
専
用
ポ
ス
ト
（
車
内

　

及
び
主
要
駅
に
設
置
）
に
投
函
、

　

ま
た
は
山
形
鉄
道
㈱
あ
て
に
郵
送

●
応
募
期
間　

12
月
31
日（
月
）ま
で

●
主
催　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
）

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
総
務
課
連
携

支
援
室　

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
２
１

月～金曜日／9:00～21:00
　　土曜日／9:00～17:00

※日曜日、祝日、年末年始（12/31～1/3）は
　ご利用いただけません。受付時間

蔵人考
ロゴマーク
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だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

置
賜
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０

　
　
　

油
流
出
事
故
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
は
暖
房
機
器
を
使
う
機
会
が
増

え
ま
す
。
一
般
家
庭
や
事
業
所
に
お

い
て
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
か
ら

灯
油
な
ど
の
油
類
が
漏
れ
出
し
、
河

川
な
ど
に
流
れ
出
す
ケ
ー
ス
が
毎
年

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
多

く
が
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

事
故
を
起
こ
す
と
、
水
や
土
壌
の

  
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

  
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

西
置
賜
圏
域
都
市
計
画
区
域
の
整

備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
法
第
16
条
第
１
項
に

基
づ
く
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
い
つ　

12
月
25
日
（
火
）

　

午
後
７
時
〜

●
ど
こ
で　

西
置
賜
地
域
振
興
局
５

階
講
堂
（
受
付

：

１
階
北
側
出
入
口

前
）

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

（
都
市
計
画
担
当
）

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
５
８
９

　

 

元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ

　 

の
ご
案
内

　　

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い
つ　

平
成
31
年
１
月
19
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

●
内
容　

ワ
ナ
ゲ
・
ペ
タ
ン
ク

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ

【
問
い
合
わ
せ
】

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　
　

新
し
い
飼
主
を
募
集
！

　
　
譲
渡
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
一
頭
で
も
多

く
の
動
物
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
よ

う
、
引
取
り
や
迷
子
で
収
容
し
た
犬

・
猫
の
譲
渡
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

譲
渡
希
望
者
は
、
講
習
会
を
受
講

後
に
犬
・
猫
と
お
見
合
い
で
き
ま
す
。

犬
・
猫
を
飼
い
た
い
方
、
興
味
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

●
い
つ　

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
後
２
時
（
１
時
間
程
度
）

●
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所　

分
庁
舎

●
参
加
料　

無
料

※
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　

ン
ク
が
倒
れ
る
恐
れ
は
な
い
か
）

⑤
防
油
堤
の
設
置（
万
一
に
備
え
る
）

※
油
流
出
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
白
鷹
町
町
民
課
ま
た
は

消
防
白
鷹
分
署（
☎
85

－

５
２
４
２
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

環
境
汚
染
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

油
の
撤
去
に
費
用
が
か
か
り
ま
す

（
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
設
置
、
吸
着
マ

ッ
ト
に
よ
る
吸
い
取
り
、
汚
染
さ
れ

た
土
の
処
分
な
ど
）。

　

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
事
故
を
起
こ

し
た
原
因
者
が
責
任
を
持
っ
て
負
担

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
そ
の
場
を
離
れ
な
い
（
給
油
時
は

　

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
終
わ
っ
た
ら

　

し
っ
か
り
元
栓
を
閉
め
る
）

②
配
管
場
所
に
は
目
印
を
（
除
雪
に

　

よ
る
配
管
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
）

③
落
雪
に
注
意

④
定
期
点
検
を
行
う
（
配
管
等
に
腐

　

食
や
亀
裂
が
な
い
か
、
ホ
ー
ム
タ

白鷹スキーセンター
レストラン営業について

●営業期間　12月20日（木）
　　　　　　～平成31年３月17日（日）
※平日は午後５時までの営業となり、夜間
　の営業は行いません。
※３月は土曜日・日曜日のみの営業となり
　ます。
※白鷹町営スキー場がオープンしている期
　間のみ営業します。
●営業時間
《日中》午前 11時～午後２時
《夜間》午後５時 30分～午後８時
◎ラストオーダー
《日中》午後１時 45分
《夜間》午後７時 45分
※休憩所は午前８時 30分から午後９時ま
　で利用できます。

［ 飲食物の持ち込みについて ］
　 営業期間中のレストラン内へのおに
　 ぎりや弁当等の食事の持ち込みは、
　 衛生管理上ご遠慮ください。

※学校のスキー授業における弁当の持込み
　については、事前に教育委員会までご連
　絡ください。
【問い合わせ】
白鷹町教育委員会　☎ 85-6147
スキーセンター　☎ 87-2456

油
流
出
事
故
の
啓
発
チ
ラ
シ
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12 月・１月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所
を開催しています。お気軽においでください。

●日　程　１月 11日（金）・18日（金）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円

●日　程　12 月 21 日（金）・１月 25 日（金）
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　500 円（食事代含む）

●日　程　12 月 25 日（火・クリスマスお
　楽しみ会「クリスマスケーキづくり」）・
　１月８日（火・音楽に合わせて体とお口の
　体操）・22 日（火・お口の体操とお茶会）・
　29 日（火・どっこいしょ体操と書初め）
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 200 円（１月８日は500 円、   
　12 月 25 日・１月 22 日は 300 円）

●日　程　12月 18日（火）・１月 15日（火）
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　500 円
※時間はいずれも午前 10時～昼 12時

【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

12 月開催「のどかカフェ」

　誰もが気軽に参加できる場として「のどか
カフェ」を開催しています。お茶を飲みなが
ら参加者同士で認知症や介護、介護予防、健
康づくり等について情報交換をしています。
●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　12月19日（水）
　午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　
☎86-0112

　
　
　

サ
ン
十
字
し
ら
た
か

　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

サ
ン
十
字
で
「
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
方
、
軽

度
者
の
方
で
一
人
で
歩
け
る
方
、
あ

っ
た
か
〜
い
お
茶
を
飲
み
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
い
つ　

第
３
水
曜
日

　

午
前
10
時
〜
昼
12
時
頃

●
ど
こ
で　

サ
ン
十
字
し
ら
た
か

※
希
望
の
方
に
は
送
迎
も
あ
り
ま
す
。

●
参
加
費　

２
０
０
〜
５
０
０
円

※
参
加
希
望
の
方
は
、
開
催
日
前
日

の
午
後
５
時
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

サ
ン
十
字
し
ら
た
か
（
担
当

：

鈴
木

・
渡
部
）
☎
85

－

９
０
５
０

緊
急
の
と
き
は
１
１
０
番

相
談
事
は
＃
９
１
１
０
へ

・
１
１
０
番
は
県
警
本
部
通
信
指
令

　

課
で
受
理
し
、
管
轄
の
警
察
署
や

　

付
近
の
パ
ト
カ
ー
へ
の
指
令
に
よ

　

っ
て
、
現
場
へ
迅
速
に
警
察
官
を

　

向
け
ま
す
。

・
携
帯
電
話
か
ら
も
、
市
外
局
番
な

　

し
で
「
１
１
０
」
を
プ
ッ
シ
ュ
す

　

る
こ
と
で
通
報
が
で
き
ま
す
。

・
係
員
が
順
序
立
て
て
質
問
し
ま
す

　

の
で
、
落
ち
着
い
て
お
答
え
く
だ

　

さ
い
。

・
１
１
０
番
は
緊
急
通
報
用
の
番
号

　

で
す
の
で
、
緊
急
で
は
な
い
各
種

　

相
談
は
、
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の

　

「
＃
９
１
１
０
」
ま
た
は
長
井
警

　

察
署
や
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
所

　

に
お
願
い
し
ま
す
。

・
１
１
０
番
と
同
じ
く
、
24
時
間
体

　

制
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

長
井
警
察
署
地
域
課　

☎
84

－

０
１
１
０

　

山
形
県
の
特
定
（
産
業
別
）

　

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

●
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
等
製
造

業　

時
間
額
８
３
７
円

●
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業　

時
間

額
８
２
１
円

●
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業　

時

間
額
８
３
６
円

●
自
動
車
整
備
業
（
整
備
に
携
わ
る

者
に
限
る
）
時
間
額
８
４
０
円

●
効
力
発
生
日　

12
月
25
日

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
４
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　子どもの発達発育に詳しい専門家（臨床心理士）に

よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会場：健康福祉センター

※相談を希望する方は、お問い合わせください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

22 １ ４
１

会場：健康福祉センター

持ち物：母子健康手帳、問診票（郵送）、バスタオル、

交換用オムツ、その他お子さんに必要なもの

※対象の方には郵送でご案内します。

※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記入  

　しておいでください。

※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に人

　にうつる可能性のある病気（みずぼうそう、インフ

　ルエンザ、突発性発疹、とびひなど）にかかったり

　したときは事前に電話などでご連絡ください。

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

９
３ １

１ 15 30 ９

９ １ 15
１ 30 30 ３

16 １ ６ １
１ 20

29 ５
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 １

利用時間：午前９時30分～午後３時30分

休館日：毎週土曜日

※１月１日（火）～１月３日（木）は休館です。

［１月の予定］

問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」

　　　　　　☎87-0083

８
10 15 11
10 12

10 10 15 11

17 10 15

24 10 30
29 ９ 45 11
31 11 15

つぶ
やき

よつ
ばこ
ども
園

　　　 子ども俳句
　　　 「冬がくる」

　子どもは風の子、元気な子と言われます。晩

秋になると冷たい風が吹きはじめます。園庭の

木々の葉っぱは飛ばされて、だんだんと減って

ゆきます。今年は初冠雪もありました。子ども

たちは、この秋から冬の季節の変わり目を感じ

取って冬の寒さに元気に向かっていきます。

会場：健康福祉センター

内容：離乳食の進め方、調理実習、試食と懇談

参加費：200円（調理実習費）

持ち物：母子健康手帳、エプロン、三角巾、筆記用具

保育：お子さんと一緒に参加できます。希望される方

は、申し込み時にご予約ください。

申込締切：１月22日（火）［電話予約］

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

29 10 11 30

会場：健康福祉センター

内容：歯科健診 ( 無料 )・歯の健康、妊娠の経過と健

康管理、妊娠中の栄養、妊婦体操など

持ち物：母子健康手帳、筆記用具

申込締切：１月28日（月）［電話予約］

問い合わせ：子育て世代包括支援センター（健康福祉

課健康推進係内）☎86-0210

31 １ 30
４

31 ４ ７

「あきのかぜ　はっぱをどこかに　つれてった」

「おやまから　ヒューとふくよ　さむいかぜ」

「おやまさん　ゆきのぼうしを　かぶったよ」
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　同日検診または人間ドックのがん検診で「精密検

査」が必要と判定され、まだ受診されていない方は、

早めに医療機関での精密検査をおすすめします。

《お願い》

＊ご希望の医療機関へ事前にご連絡ください。

＊受診の際は精密検査回報書（精密検査を受ける際　

　に、医療機関に提出する用紙）をお持ちください。

＊乳がん（甲状腺）検診は、外科にご相談ください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

　健康づくりのための体操をしています ｡日頃の運動

不足・ストレス解消のため、ぜひご参加ください ｡

［昼の部］

日時：８日（火）・22日（火）午後１時～２時30分

※冬期間（12月～３月）は時間が変更になります。

　午後１時30分～３時 ⇒ 午後１時～２時30分

内容：メタボ解消！ステップ、いすを使ってストレッ

　　　チ ほか

［夜の部］

日時：16日（水）・30日（水）午後７時～８時30分

内容：ボール体操（筋トレ、ストレッチ）、肩こり改

　　　善エクササイズ　ほか

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

日時：17日（木）午後１時30分～（１時～受付）

対象：今年度10 ～ 11月に人間ドックを受診された方

場所：健康福祉センター

※申込不要。健診結果の見方やよりよい生活習慣のポ

　イントについてお話し、実際に体を動かしていきま

　す。血圧測定、健康相談も行います。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

　婦人科検診を受けられなかった方を対象とした追加

検診を次のとおり実施します。今年度最後の機会にな

りますので、ぜひ受診ください。

※健康福祉センターから送迎バスも利用できます。

　希望の方は、１月４日（金）までお電話でお申し込

　みください。

問い合わせ：健康福祉課健康推進係　☎86-0210

10

　インフルエンザが流行する季節です。感染の

拡大防止のため、咳や鼻水、発熱症状のある方

は体調が回復してから健診や各教室等に

ご参加くださるようお願いします。

●窓口業務時間延長（午後７時まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌開庁日）

※１月４日（金）は窓口業務時間の延長を行いません。
　　　
●弁護士相談
日時：９日（水）午後２時～４時

場所：老人福祉センター「八乙女荘」

※相談日の前々日午後５時までにご予約ください。

問い合わせ：白鷹町社会福祉協議会　☎86-0150

●婚活応援室
日時：毎週火曜日　午後１時30分～８時

会場：「K's space」（山口・喜多楼となり）

問い合わせ：健康福祉課子育て支援係　☎86-0212

●農業委員会
総会開催日：25日（金）午後３時～

受付締切日：10日（木）

問い合わせ：農業委員会農地調整係　☎85-6128

●山形県救急電話相談
小児救急（15歳未満）：

プッシュ回線・携帯電話＃8000 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS023-633-0299
大人の救急（15歳以上）：

プッシュ回線・携帯電話＃8500 、ダイヤル回線・IP

電話・PHS023-633-0799
日時：毎日午後７時～ 10時

 １
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開館時間
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午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

平成31年１月までの休館日
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1/7（月）・15（火）・21（月）・28（月）
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▼「どうせ荒高だし」――。同校吹奏楽部顧問の本田

礼先生が、着任当時に生徒から聞こえてきたこの言葉。

そのころから、生徒たちと共に「どうせ」から「こう

してみよう」に切り替える努力を繰り返し積み上げて

きたそうです。定期演奏会当日、自信に満ちあふれ、

ステージ上でキラキラ輝く生徒たちの姿が今でも目に

焼き付いています。

▼広報担当４年目にして、初めて「広報セミナー」に

参加させていただきました。「もっと早く参加しておけ

ば良かった」…率直な感想です。講義はもちろんです

が、全国の広報担当者の皆さんとお話しさせていただ

き、とても刺激を受けました。「こうしてみよう」。私

もさらに向上心を持って広報誌づくりをがんばります。

▼よく「一年が早い。歳とったなぁ」という人がいま

すが、そんなときは何か新しいことにチャレンジして

みると良いそうです。今年も残りわずか。来年は何か

新しいことにチャレンジしてみようかなぁ。（てづか）

編 集 後 記

Editorial Note

戸籍の窓 11 １ 30

　（平成 30 年 11 月 30 日現在／（　）は前月比）

 ・人口　13,814 人（▲ 26）

　    　　 　　 男性　6,802 人（▲９）

 　  　　　　　女性　7,012 人（▲ 17）

 ・世帯数　4,726 戸（＋３）

　 小口　剛義　鮎貝

　 大道寺真央　長井市
♥

　 伊籘　吉宏　佐野原

　 樋口奈津樹　鮎貝
♥

川合　逢
あ お

央 拓敏 荒砥乙るみ

村上結
ゆ い な

依愛 和也 高岡桃子

鈴木　悠
ゆ た か

鷹 奨平 浅立美和

佐藤　綾
あ や か

香 弘明 高玉聡美

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

松下　かの（88） 荒砥乙

大滝　　實（92） 中山

大友　和弘（74） 荒砥乙

梅津　みつ（100） 浅立

小口　與市（73） 高岡

小関　秀子（75） 菖蒲

長谷部　彰（61） 鮎貝

土屋まつゑ（87） 横田尻

小谷部　香（93） 畔藤

荒川てるゑ（87） 十王

中川　とも（83） 山口

小形　よね（83） 畔藤

横澤　祐子（64） 深山

我妻　正敏（57） 横田尻

菅原　よう（91） 荒砥甲

原田　文太（94） 山口

金田　一彦（62） 荒砥甲

青木長三郎（90） 浅立

安部　みつ（95） 下山

石黒　操子（83） 鮎貝

渋谷　大樹（33） 畔藤
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わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。
～町内企業でがんばる若者たち～

  企業データ

■有限会社守屋工務店

（白鷹町大字荒砥乙 1027-35）
【事業内容】一般木造住宅設計施工

不動産・賃貸業

【従業員数】４人
【問い合わせ】

☎ 85-2540

　２年前まで保育士として働いていましたが、ちょ
うど転職を考えていた時期に当社から声を掛けてい
ただいたことがきっかけで入社しました。現在は経
理全般を担当しています。幅広い知識が必要とされ
るため覚えることは多いですが、一つひとつの確認
を怠らず、知識を増やしながらがんばっています。
　不動産業という点では、お越しいただいたお客様
に対し、快適で穏やかな生活を送っていただきたい
という思いを大事にしています。
当社では、お客様のニーズにお応
えできるような物件や土地をさま
ざまご用意していますので、「白
鷹町で暮らしたい」と考えて
いる方がおりましたら、ぜ
ひご相談ください。笑顔
でお待ちしています。

３
人
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
す
る
姿
を

見
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
！

  企業データ

■日本サーモ株式会社 山形工場

（白鷹町大字荒砥乙 125-2）
【事業内容】サーキットプロテクタ、高電圧スイッチ、

カレントセンサ、サー

モスタット、ファンア

ラームの製造

【従業員数】72人
【問い合わせ】

☎ 85-5741

　製造業をやってみたいと思い、美容師からの転職
を決意。女性の多い職場で、働きやすい環境が整っ
ていると感じ、当社への入社を決めました。私が担
当している製品は手のひらサイズのコンパクトなも
ので、それをピンセットを使って組み立てています。
小さな部品を扱う細かい作業で、立ち仕事という点
では大変ですが、仕事自体はそれほど難しくないた
め、誰でも安心して働ける会社だと思います。

　まだ入社２年目ですが、数を
こなせるようになったときや、
任される仕事が増えたときはや
りがいを感じます。今後はさら
　に小さなミスなどをなくして
　　いき、先輩方のように効率
　　　よく作業ができる社員を
　　　目指してがんばります。

休
日
な
ど
に
友
達
と
過
ご
す
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
♪

日本サーモ株式会社 山形工場

伊藤 絵里奈さん（鮎貝・23歳）

有限会社守屋工務店

横山 歩御さん（荒砥甲・38歳）
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